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明けましておめでとうございます
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新 年 の ご 挨 拶

川
北
町
長 

　
前
　
　
　
哲
　
雄

新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
を
始
め
、全
国
で
ご
活
躍
の
川
北
町
出
身
の
皆
様
、健
や
か
な
新
春
を
共
に
お
迎
え
出
来
ま
し
た
こ
と
を
、心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、４
月
に
熊
本
地
震
が
発
生
し
、そ
の
後
も
鳥
取
地
震
や
台
風
に
よ
る
災
害
が
多
発
す
る
な
ど
、甚
大
な
被
害
を
お
よ
ぼ
し
、多
く
の

方
々
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、１
日
も
早
い
復
旧
、復
興
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、リ
オ
五
輪
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、女
子
レ
ス
リ
ン
グ
の
伊
調
馨
選
手
の
大
会
４
連
覇
を
は
じ
め
、日
本
人
選
手
が
目
覚
し
い
活
躍
を

し
、国
民
の
多
く
の
方
々
に
希
望
と
勇
気
を
も
た
ら
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、日
本
経
済
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、少
子
高
齢
化
に
加
え
、都
市
部
へ

の
人
口
流
出
に
よ
る
人
口
減
少
問
題
、更
に
は
財
政
基
盤
の
脆
弱
な
ど
、多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、ど
の
自
治
体
に
お
い
て
も
地
方
版
総
合

戦
略
の
推
進
に
向
け
た
地
方
創
生
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
況
下
に
あ
り
な
が
ら
、川
北
町
で
は
平
成
28
年
度
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、計
画
ど
お
り
進
捗
致
し

て
お
り
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
し
ま
し
て
は
、こ
れ
ま
で
の
有
線
放
送
電
話
に
代
わ
り
、緊
急
情
報
や
行
政
情
報
、そ
し
て
、各
地
区
や
団
体
等
の
行
事
な
ど
を
案

内
す
る
防
災
行
政
無
線
を
昨
年
11
月
１
日
に
開
局
し
た
ほ
か
、人
口
増
対
策
と
し
て
地
区
が
中
心
と
な
り
、集
落
周
辺
で
造
成
し
た
住
宅
地
で
の

上
下
水
道
管
路
施
設
の
整
備
支
援
、百
寿
会
館
の
空
調
設
備
等
改
修
事
業
、体
育
施
設
ト
イ
レ
洋
式
化
事
業
、そ
し
て
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
更
新
な

ど
も
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、継
続
事
業
で
あ
り
ま
す
農
村
総
合
整
備
事
業
、そ
し
て
、今
年
１
月
か
ら
給
水
事
業
を
開
始
す
る
予
定
の
工
業
用
水
道
施
設
工
事
な
ど
も

計
画
通
り
進
捗
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
事
業
で
は
、自
主
防
災
組
織
の
活
動
支
援
の
ほ
か
、通
学
用
バ
ス
路
線
の
確
保
、そ
し
て
、短
期
人
間
ド
ッ
ク
、住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
へ
の
助
成
な
ど
は
、計
画
以
上
に
進
捗
を
致
し
て
お
り
、住
民
の
安
全
安
心
を
第
一
に
、子
育
て
支
援
、生
活
環
境

の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

迎
え
ま
す
29
年
度
は
、川
北
町
児
童
館
増
築
等
改
修
工
事
を
予
定
し
て
お
り
、子
ど
も
達
が
心
豊
か
に
、健
や
か
に
学
べ
る
環
境
づ
く
り
、そ
し

て
人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
施
策
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、総
合
計
画
に
定
め
ま
し
た「
キ
ラ
リ
と
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」の
達
成
を
目
指
し
、財
政
基
盤
の
確
保
に
向
け
た
産
業
の
振
興
、更
に
は
企
業
誘

致
に
も
、計
画
的
か
つ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、皆
様
方
の
限
り
な
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
く
迎
え
る
平
成
29
年
が
、皆
様
方
に
と
っ
て
幸
多
き
明
る
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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新 年 の ご 挨 拶

川
北
町
議
会
議
長 

　
山
　
先
　
守
　
夫

新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、各
地
で
ご
活
躍
の
皆
様
に
は
、輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
初
春
を
迎
え
ら
れ
た
事
と
、心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
旧
年
中
は
、町
議
会
に
対
し
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
、日
本
国
内
に
お
い
て
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
利
用
開
始
、公
職
選
挙
法
改
正
に
よ
り
18
歳
か
ら
の
投
票
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、大
き

な
制
度
の
変
革
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
ま
た
、熊
本
地
震
、鳥
取
県
中
部
地
震
、東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
な
ど
全
国
各
地
で
地
震
が
頻
発
し
、予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る

な
ど
、自
然
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
、多
く
の
方
々
が
被
災
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。
こ
こ
に
、お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、被
災
地

の
１
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
、お
祈
り
す
る
次
第
で
す
。

　

一
方
で
は
、第
31
回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
、南
米
大
陸
で
は
初
と
な
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
、我
が
国
で
は
、

レ
ス
リ
ン
グ
競
技 
女
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
63
㎏
級
で
、石
川
県
出
身
の
川
井
梨
紗
子
選
手
が
見
事
、金
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、

各
競
技
選
手
の
活
躍
に
よ
り
、合
計
41
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
の
明
る
い
話
題
も
あ
り
、４
年
後
に
迫
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、日

本
人
選
手
が
大
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

迎
え
ま
す
本
年
は
、町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
の「
安
全
・
安
心
」の
町
づ
く
り
を
前
進
さ
せ
る
べ
く
、防
災
施
策
、教
育
環
境
整
備
や
少
子
・
高
齢
化

対
策
、生
活
福
祉
の
充
実
、潤
い
と
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
住
環
境
整
備
、農
業
・
商
業
・
工
業
の
振
興
施
策
等
、様
々
な
事
業
が
日
々
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
日
、地
方
公
共
団
体
の
果
た
す
責
務
は
、増
大
の
一
途
を
た
ど
り
、地
域
づ
く
り
推
進
の
た
め
の
更
な
る
自
助
努
力
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、議
会
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
尊
重
し
、協
力
し
合
い
な
が
ら
、よ
り
豊
か
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、更
に
創

意
工
夫
を
重
ね
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、平
成
29
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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　民生委員・児童委員委嘱辞令伝達式が 12 月１日に役場で行われました。
式では、前 町長より新任 11 名を含む 17 名の皆さん一人ひとりに厚生労働大臣並びに県知事か
らの委嘱状が手渡され、「行政とのパイプ役、相談役としてご活躍いただき、町の福祉施策の推進
にご支援いただけますようお願いします」とあいさつがありました。
　引き続き行われた組織会では、会長に作田紀子さん（与九郎島）、副会長に中村昭江さん（舟場
島）、北川恵美子さん（下田子島）が選任されました。
今後３年間、地域住民と福祉行政の橋渡し役としての活躍が期待されます。
　尚、民生委員・児童委員の方々は下記のとおりです。

新しい民生委員･児童委員の皆さんです！

藤蔵・中島・サンハイム中島
森元　佳世

三反田
田西　孝子

草　深
鍛治　和子

けやきタウン・サンハイム三反田
竹中千恵美

下土室・ひばりタウン
辻　　惠子

上先出・下先出
山田　洋美

グリーンタウン
久田　晴香

与九郎島
作田　紀子

壱ツ屋・サンハイム川北
森田　佳子

上田子島
広瀬志津子

下田子島
北川恵美子

舟場島
中村　昭江

橘・サンハイム橘
中島　一子

木呂場・木呂場新町・なでしこタウン
中田比佐子

橘新・朝日
中村喜代美

主任児童委員
苗代ゆき子

主任児童委員
上田智恵美 上段は担当地区（敬称略）
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12
月
５
日
に
、
民
生
児
童
委
員
の
池
田

恵
子
さ
ん（
橘
）と
山
田
秀
子
さ
ん（
下
土

室
）に
、
永
年
の
ご
労
苦
を
労
い
、
前
町

長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
池
田
さ
ん
は
22
年
間
、
山
田
さ
ん
は
15

年
間
に
わ
た
り
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
な

ど
、
ご
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
長

い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

西
田
実
さ
ん（
草
深
）と
山
本
榮
さ
ん

（
下
田
子
島
）が
、
公
平
委
員
制
度
65
周
年

を
記
念
し
て
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ

れ
、
12
月
５
日
、
前
町
長
よ
り
役
場
で
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
お
二
人
は
、
公
平
委
員
と
し
て
平
成
16

年
よ
り
12
年
間
に
わ
た
り
、
公
平
な
人
事

行
政
の
確
立
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
12
月
20
日
に
、
町
内
３
つ
の
保
育
所
へ

サ
ン
タ
さ
ん
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ
て

や
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
の
日
用
意
さ
れ
た

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
小
松
法
人
会
川
北
支
部

と
保
育
所
が
準
備
し
て
お
り
、
町
商
工
会

青
年
部
員
が
サ
ン
タ
に
扮
し
子
ど
も
達
全

員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
し
ま
し
た
。
中

島
保
育
所
で
は
、
サ
ン
タ
が
現
れ
る
と
大

歓
声
が
お
こ
り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
さ
れ

る
と
、
少
し
照
れ
な
が
ら
も
笑
顔
で
サ
ン

タ
さ
ん
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
お
礼
を

言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
石
川
県
還
暦
軟
式
野
球
大
会
で
、
川
北

リ
バ
ー
ス
が
参
加
13
チ
ー
ム
の
頂
点
に
立

ち
、
喜
び
を
前
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

選
手
達
は
、「
高
齢
で
も
野
球
を
通
じ

て
、
目
標
を
持
っ
て
日
々
身
体
を
鍛
え
る

こ
と
が
で
き
、
元
気
を
保
っ
て
い
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
」
と
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な

い
様
子
で
し
た
。

　
前
町
長
は
、「
１
年
１
年
を
大
切
に
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
健
闘
を

称
え
ま
し
た
。

池
田
さ
ん
、山
田
さ
ん
に

�

感
謝
状

西
田
さ
ん
、山
本
さ
ん
が

�
総
務
大
臣
表
彰

保
育
所
に
サ
ン
タ
が

�

や
っ
て
き
た
！

川
北
リ
バ
ー
ス

�

優
勝
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12
月
16
日
に
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
川
北
第

１
団
の
宮
森
愛
さ
ん（
橘
）と
山
浦
未
来
さ

ん（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）、
そ
し
て
、
ビ
ー

バ
ー
隊
副
長
広
瀬
直
子
さ
ん（
橘
）が
、
川

北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
募
金
を
持
っ
て

訪
れ
ま
し
た
。

　
団
員
20
名
が
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

と
し
て
、
町
内
外
の
商
業
施
設
で
街
頭
募

金
を
募
り
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
お
金
は
、

全
額
共
同
募
金
へ
寄
付
さ
れ
ま
す
。

　
募
金
活
動
で
は
、「
皆
さ
ん
協
力
的
で
、

や
さ
し
く
募
金
し
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

募
金
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
の
人
権
週
間
に
合

わ
せ
、
町
人
権
擁
護
委
員
が
各
小
中
学
校

を
訪
問
し
、
啓
発
物
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

３
小
学
校
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
か
ら

の
お
話
や
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い

ま
し
た
。

　
お
話
は
、
優
し
い
心
を
み
ん
な
が
元
々

持
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
友
達
の
こ
と

を
よ
く
見
て
、
優
し
い
心
が
ど
こ
に
あ
る

か
見
つ
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
と
い
っ
た

内
容
で
、
児
童
た
ち
は
真
剣
に
聞
い
て
い

ま
し
た
。

〜
人
権
週
間
の
取
り
組
み
〜

　

12
月
12
日
に
、
防
衛
省
の
再
編
交
付
金

を
活
用
し
て
保
育
所
の
子
ど
も
達
の
送
迎

に
利
用
す
る
新
し
い
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
、
納

車
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
バ
ス
は
、
子
ど
も
達
が
乗
降
し

や
す
い
よ
う
ド
ア
の
開
閉
と
同
時
に
ス

テ
ッ
プ
が
出
た
り
、
車
体
に
は
か
わ
い
い

イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
る
な
ど
、
利
用
す
る

子
ど
も
達
が
さ
ら
に
安
全
で
親
し
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
バ
ス
を
見
た
子
ど
も
達
は
、
満

面
の
笑
顔
で
バ
ス
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
４
日
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
か

わ
き
た
の
豊
か
な
心
を
育
む
み
ん
な
の
集

い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
は
、
青
少
年
講
座
の
お
琴
教
室
の
演

奏
で
始
ま
り
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ

や
朗
読
発
表
、
比
楽
河
撫
子
舞
と
様
々
な

活
動
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
子
ど
も
達
が
作
成
し

た
作
品
な
ど
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
川
北
第
一
団
が

�

共
同
募
金
へ
寄
付

考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち

�

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う 

違
い
を
認
め
合
う
心

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が

�

か
わ
い
く
な
り
ま
し
た

豊
か
な
心
を
育
む

�

み
ん
な
の
集
い
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■
加
賀
地
区
中
学
校
新
人
大
会

　
（
10
／
15　
能
美
市
他
）

☆
陸
上
競
技

男
子
４
×
１
０
０
ｍ
R

第
８
位　
川
北
中
学
校　
47
秒
80

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
森
元
、東
、大
西
、深
堀
）

男
子
走
高
跳

第
８
位　
森　
　
修
矢（
け
や
き
タ
ウ
ン
）　
１
ｍ
45
㎝

１
年
男
子
走
幅
跳

第
７
位　
佐
々
木
奈
琉（
草
深
）　
４
ｍ
72
㎝

１
年
女
子
走
幅
跳

第
７
位　
善
田　
暖
乃（
サ
ン
ハ
イ
ム
川
北
）　
４
ｍ
26
㎝

☆
卓
球
競
技

女
子
団
体　
第
２
位　
川
北
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
本
、吉
田
、水
谷
内
、風
無
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

堂
七
、南
、苗
代
、西
田
）

■
プ
レ
イ
+
ス
テ
イ
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
（
10
／
30　
能
美
市
）

☆
レ
ッ
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ス

ベ
ス
ト
６　
橋
本　
恋
海（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

☆
オ
レ
ン
ジ
ボ
ー
ル
ク
ラ
ス

ベ
ス
ト
12　
染
谷　
紗
花（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

☆
グ
リ
ー
ン
ボ
ー
ル
ク
ラ
ス

ベ
ス
ト
16　
染
谷　
柊
真（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

■
Ｕ
ー
９
中
能
登
カ
ッ
プ
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

　
（
11
／
６　
中
能
登
町
）

☆
予
選
リ
ー
グ

川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　
０
ー
１　
Ｆ
Ｃ
北
陸

　
　
　
〃　
　
　
　
　
２
ー
０　
高
松
Ｓ
Ｓ
Ｃ

川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　
１
ー
２　
デ
ラ
ン
テ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
位
通
過
）

☆
さ
わ
や
か
杯
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　
５
ー
１　
氷
見

　
　
　
〃　
　
　
　
　
１
ー
０　
か
し
ま

　
　
　
〃　
　
　
　
　
１
ー
１　
高
松

　
　
　
　
　
　
　

 （
Ｐ
Ｋ
２
ー
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
優　
勝
）

■
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
納
会
大
会

　
（
11
／
12　
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
）

☆
男
子
の
部

第
１
位　
南　
　
　
滋（
中
島
）

第
２
位　
福
島　
武
夫（
橘
）

第
３
位　
吉
田　
政
敏（
橘
新
）

第
４
位　
室
谷
久
美
夫（
与
九
郎
島
）

第
５
位　
松
下　
敬
一（
下
先
出
）

第
６
位　
森
田　
秋
好（
壱
ツ
屋
）

☆
女
子
の
部

第
１
位　
作
田　
梅
子（
三
反
田
）

第
２
位　
茂
藤　
洋
子（
下
先
出
）

第
３
位　
村
田　
友
子（
三
反
田
）

第
４
位　
南　
　
武
子（
上
田
子
島
）

第
５
位　
山
田　
範
子（
与
九
郎
島
）

第
６
位　
福
島　
淳
子（
木
呂
場
）

■
ダ
ブ
ル
カ
ッ
プ
サ
ー
ク
ル
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
（
11
／
13　
町
総
合
体
育
館
）

☆
Ａ
グ
ル
ー
プ
予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

川
北
ク
ラ
ブ　
59
ー
20　
ダ
ブ
ル

　
　
〃　
　
　
51
ー
49　
ア
ベ
レ
ー
ジ

　
　
　
　
（
Ａ
グ
ル
ー
プ
１
位
）

☆
決
勝

川
北
ク
ラ
ブ　
33
ー
54　
レ
ペ
ゼ
ン
ヒ
ダ

　
　
　
　
　

 （
準
優
勝
）

競
技C

O
M
PETITIO

N
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■
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
納
会
大
会（
11
／
13　
白
山
市
）

優　
勝　
舟
田　
君
栄（
上
田
子
島
）

準
優
勝　
澤
田　
一
秋（
上
田
子
島
）

第
３
位　
舟
田　
　
宏（
上
田
子
島
）

第
４
位　
宮
西　
　
豊（
草
深
）

第
５
位　
山
口　
　
清（
橘
新
）

ベ
ス
グ
ロ
賞　
舟
田　
君
栄（
上
田
子
島
）

■
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
（
11
／
15　
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
川
北
）

☆
男
子
の
部

第
１
位　
元
谷　
重
朗（
壱
ツ
屋
）

第
２
位　
多
賀　
信
一（
中
島
）

第
３
位　
村
田　
正
邦（
三
反
田
）

第
４
位　
河
内　
義
孝（
橘
新
）

第
５
位　
武
田　
信
行（
下
先
出
）

第
６
位　
吉
田　
政
敏（
橘
新
）

☆
女
子
の
部

第
１
位　
野
口　
公
代（
下
田
子
島
）

第
２
位　
西
田
み
き
子（
三
反
田
）

第
３
位　
福
島　
淳
子（
木
呂
場
）

第
４
位　
田
中
百
合
子（
朝
日
）

第
５
位　
南　
　
武
子（
上
田
子
島
）

第
６
位　
東
田
美
栄
子（
下
先
出
）

■
か
が・の
と
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
歓
会
川
北
大
会（
６
年
生
）

　
（
11
／
19・20　
町
総
合
体
育
館
）

☆
予
選
リ
ー
グ

川　
北　
２
ー
０　
森　
本

　
〃　
　
０
ー
２　
中　
海

☆
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

川　
北　
０
ー
２　
サ
ン
ラ
イ
ズ

■
町
囲
碁
大
会（
11
／
19　
西
部
学
習
等
共
用
施
設
）

優　
勝　
西
田　
義
雄（
三
反
田
）

第
２
位　
小
田　
佳
則（
能
美
市
）

第
３
位　
西
田　
一
郎（
橘
）

■
春
日
井
白
山
杯
サ
ッ
カ
ー
大
会（
11
／
19・20　
岐
阜
県
）

☆
予
選
リ
ー
グ

川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　
５
ー
０　
蒲
郡
Ｆ
Ｃ
マ
リ
ナ
ー
ズ

　
　
　
〃　
　
　
　
　
２
ー
６　
名
古
屋
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　
〃　
　
　
　
　
０
ー
１　
多
治
見
Ｆ
Ｃ
エ
ス
フ
ェ
ル
ソ

☆
３・４
位
合
同
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　
１
ー
０　
土
岐
南
Ｓ
Ｃ

　
　
　
〃　
　
　
　
　
１
ー
１　
ト
キ
ワ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

　
　
　
　
　
　
　

 （
Ｐ
Ｋ
１
ー
２
）

３
位
決
定
戦

　
　
　
〃　
　
　
　
　
２
ー
１　
海
津
Ｓ
Ｓ
Ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
第
３
位
）

■
石
川
県
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　
（
11
／
23　
金
沢
市
）

☆
理
事
長
杯
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

優　
勝　
喜
多　
政
尚（
上
先
出
）

準
優
勝　
原
田　
光
夫（
草
深
）

☆
会
長
杯
男
子
ダ
ブ
ル
ス

第
３
位　
原
田
光
夫・喜
多
政
尚 

組

■
町
議
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
（
11
／
25　
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
川
北
）

総
合
優
勝　
な
で
し
こ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
（
作
田
梅
子
、西
田
義
雄
、土
田
外
幸
、

　
　
　
　
　

 

中
田
紀
美
、日
向
久
尚
）

準
優
勝　
　
田
子
島
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
（
三
島
三
朗
、野
口
公
代
、南　
武
子
、

　
　
　
　
　

 

丸
一
弘
子
、表　
克
之
）

第
３
位　
　
三
反
田
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
（
作
田
隆
常
、中
田　
宏
、西
田
時
雄
、

　
　
　
　
　

 

作
田
美
雪
、村
田
太
一
郎
）

■
石
川
県
還
暦
軟
式
野
球
連
盟
会
長
旗
争
奪
選
手
権

　
（
11
／
26　
小
松
市
）

準
決
勝　
川
北
リ
バ
ー
ス　
12
ー
２　
内
灘
愛
好
会

決　
勝　
　
　
〃　
　
　
　
４
ー
１　
鶴
来
球
友
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
延
長
８
回
）（
優　
勝
）

■
加
賀
地
区
小
学
生
卓
球
大
会

　
（
11
／
27　
小
松
市
）

☆
団
体
戦

優　
勝　
中
島
小
学
校

　
　
　
　
（
西
田
有
翔
、舘　
優
斗
、寅
松
奈
月
、

　
　
　
　

 

岩
本
明
優
奈
、進
地
妃
莉
）

第
３
位　
橘・中
島
連
合
小
学
校

　
　
　
　
（
高
田
広
海
、吉
田
真
栄
、東
愛
夕
里
、板
倉
奈
央
、

　
　
　
　

 

寅
松
志
希
、舘　
恭
祐
）

☆
男
子
個
人
戦

優　
勝　
吉
田　
太
一（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

　
準
々
決
勝

　
舘　
　
恭
祐（
サ
ン
ハ
イ
ム
中
島

）　
０
ー
２　
原
澤（
寺
井
小
）

　
舘　
　
優
斗（
サ
ン
ハ
イ
ム
中
島

）　
２
ー
１　
小
川　
聖
矢（
な
で
し
こ
タ
ウ
ン

）

　
西
田　
有
翔（
藤
蔵
）　　
２
ー
０　
田
中（
苗
代
小
）

　
吉
田　
太
一（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）　
２
ー
０　
岡
田（
寺
井
小
）

　
準
決
勝

　
西
田　
有
翔（
藤
蔵
）　　
１
ー
２　
原
澤（
寺
井
小
）

　
吉
田　
太
一（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）　
２
ー
０　
舘　
　
優
斗（
サ
ン
ハ
イ
ム
中
島

）

　
決　
勝

　
吉
田　
太
一（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）　
２
ー
０　
原
澤（
寺
井
小
）
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■
か
が・の
と
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
歓
会
辰
口
大
会（
５
年
生
）

　
（
12
／
10　
町
第
２
町
民
体
育
館
）

☆
予
選
リ
ー
グ

川　
北　
２
ー
０　
サ
ン
ラ
イ
ズ
Ｂ

　
〃　
　
０
ー
２　
小
松
南

　
〃　
　
１
ー
２　
石
川
ス
ポ
ー
ツ

■
ド
リ
ー
ム
カ
ッ
プ
２
０
１
６
サ
ッ
カ
ー
大
会（
Ｕ
ー
９
）（
12
／
10　
金
沢
市
）

☆
予
選
リ
ー
グ

川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　
４
ー
０　
レ
オ
泉
野

　
　
　
〃　
　
　
　
　
３
ー
０　
大
野

☆
決
勝
リ
ー
グ（
１
位
通
過
）

川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　
３
ー
０　
ブ
ラ
ク
ト
ス
金
沢

　
　
　
〃　
　
　
　
　
６
ー
１　
金
沢
城
北

　
　
　
〃　
　
　
　
　
２
ー
０　
富
陽

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
優　
勝
）

■
川
北
町
サ
ッ
カ
ー
協
会
長
杯
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会（
Ｕ
ー
11
）

　
（
12
／
11　
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
川
北
）

☆
予
選
Ａ
リ
ー
グ

川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　
２
ー
１　
津
沢
Ｓ
Ｓ
Ｓ

川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　
２
ー
０　
Ｆ
Ｃ
北
陸

　
　
　
〃　
　
　
　
　
２
ー
０　
仲
良
し
Ｓ
Ｓ

　
　
　
〃　
　
　
　
　
１
ー
５　
エ
ス
ペ
リ
オ
Ｆ
Ｃ

　
　
　
〃　
　
　
　
　
０
ー
１　
和
気
Ｆ
Ｃ

☆
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　
５
ー
２　
Ｆ
Ｃ
笠
間

　
　
　
〃　
　
　
　
　
５
ー
０　
フ
ェ
リ
ー
ス

　
　
　
〃　
　
　
　
　
０
ー
０　
Ｆ
Ｃ
北
陸

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｐ
Ｋ　
３
ー
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
優　
勝
）

■
能
美
よ
い
歯
の
少
年
少
女
選
彰
審
査
会

優
良
賞　
山
浦　
　
剛（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

　
〃　
　
舟
田
真
沙
希（
上
田
子
島
）

■
加
賀
地
区
中
学
生
意
見
発
表
大
会

奨
励
賞　
原
田　
恵
実（
橘
）　　
「
一
生
懸
命
が
美
し
い
」

努
力
賞　
亀
田　
早
彩（
中
島
）　
「
世
代
の
壁
」

■
石
川
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

佳　
作　
川
北
中（
愛
甲
大
翔
、新
井
太
智
、亀
田
晃
弥
、

　
　
　
　
　
　
　

 

川
原
小
茉
）

　
〃　
　
　
〃　
（
岸
本
未
空
、坂
井
菜
摘
、富
樫
希
成
、

　
　
　
　
　
　
　

 

西
田
星
奈
）

　
〃　
　
　
〃　
（
奥
村
愼
太
郎
、川
村
沙
紀
、小
島
千
怜
、

　
　
　
　
　
　
　

 

小
西
萌
加
）

　
〃　
　
　
〃　
（
安
田
菜
乃
、藪
大
地
、平
林
佑
介
、

　
　
　
　
　
　
　

 

干
場
菜
々
子
）

■
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
石
川
県
大
会

優
秀
賞　
原
田　
恵
実（
橘
）　
「
障
害
は
一
つ
の
個
性
」

■
よ
い
歯
の
学
校
運
動

☆
中
学
校
小
規
模
校

県
第
１
位　
川
北
中
学
校

■
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
能
美
児
童
作
品
展

☆
絵
画
の
部

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
奨
励
賞　
中
川　
綾
乃（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

川
北
町
教
育
委
員
会
賞　
遠
塚
谷　
櫂（
木
呂
場
）

実
行
委
員
長
賞　
　
　
　
門
前　
朱
美（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

北
國
新
聞
社
賞　
　
　
　
土
田　
喜
一（
草
深
）

☆
書
写
の
部

川
北
町
教
育
委
員
会
賞　
北
嶋　
逸
希（
草
深
）

銀　
賞　
　
　
　
　
　
　
濱
井　
春
歩（
上
田
子
島
）

佳　
作　
　
　
　
　
　
　
濱
井　
萌
夏（
上
田
子
島
）

　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
坂
井　
皇
仁（
橘
）

「
が
ん
ば
る
み
ん
な
を
応
援
し
ま
す
」の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、ス
ポ
ー
ツ・

文
化
活
動
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
の
成
績
を
掲
載
し
、今
後

の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ・連
絡
先
は
…
　
　
　
総
務
課  

℡
２
７
７・１
１
１
１

文
化C

U
LTU

RE

☆
女
子
個
人
戦

優　
勝　
岩
本
明
優
奈（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

　
準
々
決
勝

　
寅
松　
奈
月（
け
や
き
タ
ウ
ン
）　
２
ー
０　
吉
田（
芦
城
小
）

　
進
地　
妃
莉（
け
や
き
タ
ウ
ン
）　
２
ー
０　
福
本（
寺
井
小
）

　
塚
本　
知
里（
木
呂
場
）　
２
ー
０　
東　
愛
夕
里（
下
田
子
島
）

　
岩
本
明
優
奈（
け
や
き
タ
ウ
ン
）　
２
ー
０　
吉
野　
朱
音（
中
島
）

　
準
決
勝

　
進
地　
妃
莉（
け
や
き
タ
ウ
ン
）　
２
ー
０　
寅
松　
奈
月（
け
や
き
タ
ウ
ン

）

　
岩
本
明
優
奈（
け
や
き
タ
ウ
ン
）　
２
ー
０　
塚
本　
知
里（
木
呂
場
）

　
決　
勝

　
岩
本
明
優
奈（
け
や
き
タ
ウ
ン
）　
２
ー
０　
進
地　
妃
莉（
け
や
き
タ
ウ
ン

）
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今月の納税

住民税　　　　第４期
国民健康保険税
(普通徴収）　  第５期
介護保険料
(普通徴収)　　 第７期
後期高齢者医療保険料
(普通徴収)　　第10期

寄附お礼
（敬称略）

宮川一郎（下田子島）
10万円　福祉事業へ

﨑川素子（木呂場）
10万円　福祉事業へ

川
北
町
消
防
出
初
式

川
北
町
成
人
式

ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　
今
年
１
年

の
防
火
と
防

災
を
誓
う
新

春
恒
例
の
川

北
町
消
防
出

初
式
が
次
の

と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。

凛
々
し
い
消

防
団
員
の
姿

を
ぜ
ひ
と
も

ご
観
覧
く
だ

さ
い
。

▽
日
時

　
１
月
８
日（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜

▽
会
場

　
町
文
化
セ
ン
タ
ー
他

▽
内
容

　
・分
列
行
進（
役
場
中
庭
）

　
・式
典（
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　
20
歳
の
節
目
を
祝
福
す
る
川
北
町
成
人

式
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

　
１
月
７
日（
土
）午
前
10
時
〜

▽
会
場　

�

町
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
ホ
ー
ル

▽
対
象
者

　

�

64
名
（
男
子
28
名
・
女
子
36
名
）

▽
問
合
せ
先　
教
育
委
員
会

募　

集

催　

し

川
北
町
文
化
関
係
展
示
協
力
会

左
記
の
と
お
り
川
北
町
文
化
セ
ン
タ
ー

１
階
で
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

１
月
10
日
〜
１
月
12
日
　
生
　
け
　
花

１
月
５
日
〜
１
月
30
日
　
短
　
　
　
歌

　

町
ス
キ
ー
協
会
の
方
々
が
親
切
、丁
寧

に
教
え
ま
す
。
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で

す
。

▽
日
時

　
１
回
目　
１
月
14
日（
土
）

　

２
回
目　

２
月
４
日（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▽
会
場

　
白
山
一
里
野
温
泉
ス
キ
ー
場

▽
定
員

　
両
日
と
も
20
名

▽
締
切
り

　
開
催
日
の
３
日
前
ま
で

　
放
送
大
学
で
は
平
成
29
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。
放

送
大
学
は
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
正
規
の
通
信
制
の

大
学
で
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
卒
業
を
目
指

す
方
な
ど
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、

職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

▽
出
願
期
間

　
第
１
回　

２
月
28
日（
火
）ま
で

　
第
２
回　
３
月
20
日（
月
）ま
で

　
資
料
は
無
料
で
す
。

▽
申
込
み
先

　
放
送
大
学
石
川
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
６（
２
４
６
）４
０
２
９

　
・一
斉
放
水（
役
場
東
側
緑
の
健
康
広
場
）

▽
問
合
せ
先

　
総
務
課

▽
そ
の
他

　

�

現
地
集
合
、現
地
解
散
と
な
り
ま
す
。

昼
食
、リ
フ
ト
代
は
自
己
負
担
で
す
。

▽
申
込
み・問
合
せ
先

　
教
育
委
員
会
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税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

介
護
人
材
や
保
育
士
の

再
就
職
準
備
金
利
用
者
募
集

【
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
の
開
設
日
等

に
つ
い
て
】

　

�　
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
を
２
月
16

日（
木
）か
ら
３
月
15
日（
水
）ま
で
の
期

間（
土
日
祝
日
は
除
く
）開
設
し
ま
す
。

受
付
時
間
は
、午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
で
す
。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
！
】

　

�　
今
回
提
出
さ
れ
る
平
成
28
年
分
の
確

定
申
告
書
に
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記

載
と
本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
／
通
知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証

な
ど
）の
提
示
又
は
写
し
の
添
付
が
必

要
で
す
。

　

�　
国
税
に
関
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
詳

し
い
情
報
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.nta.go.jp

）の
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
に
あ
る「
社
会
保
障・
税
番
号
制
度

〈
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
〉」を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
】

　

�　
１
月
19
日（
木
）か
ら
３
月
15
日（
水
）

ま
で
、「
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」で
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

　百寿会館の改修工事が12月に完成しました。今回の工事は、防衛省の補助に
より実施されたもので、空調設備や浴室設備、外壁などの改修のほか、全ての畳
の取り替えや機能回復室へのルームランナー、エアロバイクの設置なども行われ、
利用者の皆さんがこれまで以上に快適に過ごすことができるようなりました。
　今後とも、多くの皆さまのご利用をお待ちしております。

百寿会館の改修工事が完成

新しい畳に貼りかえられた和室や健康器具を利用する町民の皆さん

　

介
護
や
保
育
の
資
格
を
持
ち
な
が
ら
、

介
護・
保
育
の
仕
事
か
ら
離
れ
て
い
た
方

に
、介
護・保
育
の
仕
事
へ
の
再
就
職
す
る

た
め
の
準
備
費
用（
最
高
20
万
円
）を
お
貸

し
し
ま
す
。

▽
用
途

　
・働
く
際
に
必
要
と
な
る
衣
服
代

　
・通
勤
用
の
バ
イ
ク
の
購
入
費

　
・引
越
し
費
用

　
・専
門
書
代　
な
ど

▽
返
還

　

�

県
内
の
施
設
な
ど
で
介
護
職
員
や
保
育

士
と
し
て
２
年
間
勤
務
す
る
と
返
還
が

不
要
と
な
り
ま
す
。

▽
問
合
せ
先

　
（
社
福
）石
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
７
６（
２
２
４
）１
２
１
２

　

http://w
w
w
.isk-shakyo.or.jp/

税・消
費
税
及
び
地
方
消
費
税・贈
与
税

の
確
定
申
告
に
関
す
る
ご
質
問
や
ご
相

談
に
お
答
え
し
ま
す
。
管
轄
の
税
務
署

に
お
電
話
い
た
だ
き
、自
動
音
声
案
内

に
従
い『
０
』を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先

　
小
松
税
務
署

　
☎
０
７
６
１（
２
２
）１
１
７
１

　
※�

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
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「井の国物語」谷　　光洋

川北町立図書館（川北町ふれあい健康センター２階）
☎２７７ー８７００　　２７７ー８７０１
開館時間	 午前 10時〜午後６時
休	館	日	 毎週火曜日（火曜日が祝日の場合は翌水曜日）
	 年末年始

　天文の頃、遠江井の国の二十二代当主井伊直盛と

内室新野殿との間に愛くるしい女の子が授かった。

この井の国の物語の主人公、次郎法師直虎の誕生で

ある。同じ頃、井の国の隣国、三河国岡崎城主松平

広忠と於大の方との間にたくましい男児が呱々の声

をあげた。この物語のもう一人の主役でもある徳川

家康である。おんな城主と呼ばれた井伊直虎を、史

料と足と年月で掘り起こし、その真実像を描く。

図書館
だより 今月の新刊

※町ホームぺージにも新刊・新着案内が掲載されています。

サーモン・キャッチャー
　the Novel ／道尾　秀介
あおなり道場始末 ／葉室　　麟
土の記 上・下 ／高村　　薫
under the bridge ／堂場　瞬一
GOSICK GREEN ／桜庭　一樹

いまさら翼といわれても ／米澤　穂信
溝猫長屋祠之怪 ／輪渡　颯介
日蝕えつきる ／花村　萬月
とらわれない ／五木　寛之
 ほか多数

●法律相談
▽日　時　１月10 日（火）午後１時 30 分〜
▽場　所　役場２階応接室
▽相談者　長谷川法律事務所
▽その他　ご希望の方は前日までに総務課に
　　　　　ご予約ください。

●人権相談
▽日　時　１月16 日（月）午後１時〜
▽場　所　サンアリーナ川北
▽相談者　人権擁護委員

●行政相談
▽日　時　１月18 日（水）午前９時〜
▽場　所　サンアリーナ川北
▽相談者　行政相談委員

●健康相談
▽日　時　１月16日〜 30日までの毎週月曜日
　　　　　午後１時 30 分〜
▽場　所　町保健センター
▽相談者　町保健師

●心配ごと相談
▽日　時　１月10 日〜 31日までの毎週火曜日
　　　　　午前９時 30 分〜
▽場　所　町保健センター
▽相談者　町民生児童委員

今月の相談日

　介護保険の要介護認定を受けた65歳以上の方で、身体障害者などに準ずる者と認定された方
に『障害者控除対象者認定書』を発行致します。
　所得税や町・県民税の申告をする際に、身体障害者手帳などをお持ちでない場合でも、本人ま
たはその扶養者が「障害者控除」または「特別障害者控除」を受けることができます。

■認定の対象者
　�　平成28年12月31日現在有効な介護保険要介護（要支援）認定を受けている65歳以上の方
で、介護認定審査判定資料の主治医意見書をもとに判定を行った結果、該当された方が対象と
なります。

■申請方法
　�　介護保険被保険者証と印鑑をお持ちの上、役場福祉課（保健センター内）で申請手続きを
行ってください。
　　後日『認定決定通知書』を送付致します。

◎�すでに『身体障害者手帳』・『精神障害者保健福祉手帳』などの交付を受けている方や『本人また
は扶養者が非課税で申告をする必要のない方』は対象からはずれますので、申請手続きは必要
ありません。

要介護認定高齢者の障害者控除について

【申請・問合せ先】　役場 福祉課



広報かわきた ● 平成29年1月13

◎＃９１１０（携帯電話・プッシュ回線用）
◎０７６－２２５－９１１０（ダイヤル回線用・ＩＰ電話用）

　次の問題の答えを枠の中に入れて、Ａ～Ｅの文字を順番に並べてください。
正解者の中から抽選で図書カードをプレゼントします。

【ヨコのカギ】
①夏の昆虫で人気といえばカブトムシとあ
となんですか？
④背が高いことを何といいますか？せいた
か○○○。
⑥師匠が特に期待を寄せ育てた弟子のこ
とを何といいますか？
⑧雨の日に使う傘やカッパのことを総じて
何といいますか？
⑩正月に空にあげるものといえばなんで
すか？
⑪秘密が外にもれないようにするとを何と
いいますか？
⑬江戸城無血開城に導いた歴史上の人物
「○○海舟」
⑭魚の呼吸のことをなんといいますか？
「○○呼吸」
⑮愛知県の名物で平べったいうどんを何
といいますか？
⑰お金を貯めることを何といいますか？
⑲遠足などのときに飲み物を入れるものを
何といいますか？

㉑足手まといになることをいいます「足○
○」

㉒「○○○○祈願」「○○○○発表」「○○
○○祝い」

9

14

E

【タテのカギ】
①透明な状態のことを英語で何といいま 
すか？
②開けたらカエルの口に見える口金のつ
いた袋物はなんですか？
③思いがけず幸運が舞い込むこと「○○か
らぼたもち」
④お祝い事の贈り物のうえに置く紙をい
います「○○紙」
⑤壊れかかった車のことをなんといいます
か？
⑦１月８日は川北町消防団の仕事始めの日
です「消防○○○○○」
⑨寝るときに頭の下に置くものはなんです
か？
⑩ささいな事でも感情が動かされる時期
です「○○○な時期」
⑫何事にも恐れない心をいいます「○○○
○がいい」
⑭七福神のひとりで漁業の神といわれて
いる神様の名前は？
⑯お風呂あがりの耳そうじに使うものはな
んですか？
⑰七五三のお祝いにもらうあめです「○○
○あめ」
⑱「○○○トップ」「○○○ローリー」「ポリ
○○○」
⑳足が10本の海にすむ軟体動物を何とい
いますか？

※先月号の答えは「ユキダルマ」でした。

17

D

C

A

18

B

2 3 5

19

15

8 10

『１月１０は《１１０番の日》です』

11

4

　１１０番通報は緊急の事件・事故に対する専用電話で、電話は全て金沢市にある「石川
県警察本部・通信指令課」にかかります。
　その為、警察官に来て欲しい場所などの市町名・目標物などをはっきりとオペレーター
に伝えてください。
　また緊急を要しない相談は、警察安全相談専用電話に電話してください。

6

16

7

～携帯電話からかける時の注意点～

13

2221

20

・車やバイクなどを運転中は、
　停止してからかけてください
・通話中移動すると切れることがあるので、
　立ち止まってください
・再度お尋ねすることもありますので、
　電源は切らないでください

1

12

はがき、ＦＡＸまたは電子メールに、①クイズの答え　②住所、氏名、年齢、電話番号
をお書きの上、広報誌記事の感想もありましたら、下記までお送りください。
■あて先　〒923－1295　川北町字壱ツ屋174　川北町役場総務課
　　　    　e-mailアドレス　kouhou-kawakita@town.kawakita.lg.jp
　　　    　F A X　       　 076（277）1748

【応募方法】

■締切り １月20日（金）
たくさんの方のご応募をお待ちしています。

●寺井警察署 ☎0761-57-0110　　●壱ツ屋駐在所 ☎277-1744　　●木呂場駐在所 ☎277-0061

慌てずに落ち着いて
お話してください！
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Erwinの国際交流コーナーErwinの国際交流コーナーErwinの国際交流コーナー
アーウィン

　皆さんこんにちは。How are you?　あけましておめでとうございます。年末の休
みはゆっくりできましたか？僕はおそらくオーストラリアの暑い中二日酔いになってい
ます。たくさん写真を撮って、２月の広報で皆さんにお見せしますね。
　今回はクリスマスカードについて書きたいと思います。皆さんクリスマスカードはご
存知ですか？文字通り、クリスマスの時期に送るカードのことです。日本の年賀状を送
る習慣とかなり似ています。実はオーストラリアのクリスマスの習慣と日本でのお正
月の習慣はかなり似ています。どちらも家族や親戚と過ごし、ご馳走を食べ、プレゼン
トもしくはお年玉をもらい、そして互いにお祝いの挨拶をするためにカードを送ります。

　クリスマスカードは一般的に「Merry Christmas」（愉快なクリ
スマスを）などクリスマスに関する挨拶が書かれています。クリス
マスの２週間前から当日までに届くように送ります。遅れて届い
たら「あ、私は最後まで忘れられたな」と思われるので早めに送り
ます。そのためクリスマスあたりの郵便はとても忙しくなります。
年賀状と違ってクリスマスカードは封筒に入れて送ります。カー
ドには色んなモチーフや柄があります。可愛いサンタさんやトナ
カイの絵の物から
手作りカードまで

あります。開くとクリスマスの歌が流れるカードもあります。親戚や
友達からだけではなく大手会社やお店からのクリスマスカードが
届きます。もらったクリスマスカードを暖炉の上にかざりますので
12月になったら暖炉の上が紙吹雪のようになる風景は珍しくあり
ません。
　皆さん、いかがでしたか？クリスマスカードの習慣を想像できま
したか？送るのは大変ですがもらうと、嬉しくなります。
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「文芸の窓」へのお問合せは、俳句協会　　　東　孝洋さん（壱ツ屋）　川柳かわらなでしこ会　広瀬茂子さん（上田子島）
野の海短歌会　山先春枝さん（中島）まで　　　　　　　　　
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戸籍の窓
12月１日現在

人 口
（前月対比）

男
女

世 帯 数

6,297
　＋５人

3,101人
3,196人
1,901戸

（11月分）

1
月 まちのまちの

うごきうごき

ごみ集めの変更のお知らせ

日 曜日 ま ち の 行 事 保 健 行 事

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

法律相談(PM1:30):役

３歳児健診(PM1:00):保

４・12か月児健診(PM1:00):保

わくわく子育て教室(PM1:30):保

資源ごみの日

消防出初式(AM9:30):文

交通安全の日

交通安全の日

心配ごと相談(AM9:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

行政相談(AM9:00):サ

人権相談(PM1:00):サ

農業委員会(PM1:30):役
文化財防火デー火災防御訓練(AM7:45):中島

成人式(AM10:00):文

成人の日

母親教室(AM10:00):保

健康相談(PM1:30):保

健康相談(PM1:30):保

健康相談(PM1:30):保

７か月児相談(AM10:00):保

２か月児相談(PM1:30):保

親子ふれあいサロン(AM10:30):保

ＢＣＧ接種(PM1:00):保

どんぐりひろば(AM10:30):西児

どんぐりひろば(AM10:30):西児

新春書き初め大会(AM10:00):文

元日

新年互礼会(AM9:30):文

青少年講座(AM9:30)

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

日
月
火
水
木
金
土
日
月

火

水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火

役…川北町役場　文…川北町文化センター　保…保健センター　百…百寿会館
総…総合体育館　サ…サンアリーナ川北　　図…川北町図書館　武…武道館
児…川北町児童館　西児…西部地区児童館　東児…東部地区児童館
橘…橘構造改善センター　西…西部学供　　東…東部学供
コ…川北町コミュニティー＆スポーツ公園　

種類 日　　付→変更日付 変更地区名

可燃物

１月３日㈫→１月４日㈬

１月９日㈪→１月10日㈫

※１月２日(月)の可燃物ごみ集め及び
　１月４日(水)の不燃物ごみ集めはお休みです。

藤蔵・中島・三反田・サンハイム三反田
草深・上先出・下先出・けやきタウン・
サンハイム中島

壱ツ屋・与九郎島・上田子島・
舟場島・橘・橘新・朝日

おくやみ
才
才
才
才

94
93
76
59

与九郎島
舟場島
下田子島
草深

 山田　信行
 綿谷百合子
 新谷喜左雄
 佐々木祐一

（年　齢） （住　所）（氏　名）

うぶごえ
縄　　郁斗
北次　亮磨
門田　　凱

（氏　名）

謙太郎・裕　香
　聖　・資　子
哲　弥・光　代

（保護者）

草深
朝日

サンハイム川北

（住　所）

りょうま

かい

いくと

（氏　名） （住　所）
西田　拓史
臼澤　知佳
小橋　　翼
源司　真佑

与九郎島
富山県
舟場島
小松市

たかさご
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このコーナーでは『わが家のアイドル』を募集しています。くわしくは、総務課まで。

いつもニコニコ笑顔で元気いっぱいの慶悟。何にでも興
味津々で毎日楽しいね♪♪♪食べる事が本当に大好きで、
いつもマンマー!!って叫んでるね♥これからもたくさん
食べて、お兄ちゃんと一緒にいろいろな経験をして、元
気に大きく育ってね♥家族みんな慶悟が大好きだよ♪

いつもパパとママを笑顔にしてくれるみいな♥
いつの間にか１人で出来る事が増えて
日々成長を感じているよ♥
これからも元気いっぱいのみいなでいてね♥♥

さ　さ　き

父：慎　母：かほり（サンハイム川北）

けい ご

佐々木 　慶悟くん
平成27年10月30日生

おお すぎ

父：勝　母：麻奈（草深）

み　い　な

大杉 　実衣那ちゃん
平成25年10月11日生

わが家のアイドル １月

広報かわきた１月号　NO.571

発 行 日
編集・発行

ホームページ

平成29年１月１日
川北町役場総務課
TEL（076）277-1111 ㈹
FAX（076）277-1748
http://www.town.kawakita.ishikawa.jp

e-mail  kouhou-kawakita@town.kawakita.lg.jp

鰆のからし風味焼き

栄養成分（１人分）
エネルギー　220kcal

塩分�1.1g　野菜量　100g

さわら� ２切れ（200g）

酒� 小さじ２

薄口しょうゆ� 大さじ1/2（9g）

からし� 大さじ１

しいたけ� ２個（40g）

だいこん� ２㎝（120g）

赤パプリカ� １個（30g）

黄パプリカ� １個（30g）

長ねぎ� 10㎝（20g）

材料（２人分）

1 さわらは酒、薄口しょうゆ、からし
を混ぜた中につけて下味をつけてお
く。

2 だいこんは短冊切り、パプリカは細
切りにし、ねぎは小口切りにする。

3 さわらをグリルで焼き、だいこん、
パプリカ、しいたけは1の漬け汁を
絡めてレンジで 1�～�2�分加熱する。

4 器にさわらと野菜を盛り合わせ、ね
ぎを散らす。

作り方　調理時間：30 分ヘルシー&
デリシャスメ

ニュー

　皆さん新年あけましておめでとうございます。

　2016年はどんな一年でしたか？わが家は２番

目の子どもが柔道の試合で、見事に優勝したことが

「神ってる」出来事でしたね。でも出場選手は３人で

した ...（笑）（k！ k）

ちょっと一息


